
平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
提
出

質

問
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量
の
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定
方
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に
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す
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書

提

出

者

阿
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
接
続
可
能
量
の
算
定
方
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書

九
州
電
力
を
は
じ
め
各
電
力
会
社
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
系
統
接
続
申
込
み
へ
の
回
答
を
保
留
す
る
事
態
が

発
生
し
混
乱
が
広
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
経
済
産
業
省
は
平
成
二
十
六
年
十
月
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
科
会
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
委
員
会
の
下
に
系
統
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
電
力
会
社
の
接
続

可
能
量
の
検
証
、
接
続
可
能
量
の
拡
大
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
同
Ｗ
Ｇ
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
接
続
可
能
量
の
算
定
方
法
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
に
つ
い

て
（
案
）
」
（
以
下
、
「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
案
」
と
い
う
）
と
題
す
る
資
料
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
「
再
生
エ
ネ

を
送
電
網
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
限
度
を
示
す
接
続
可
能
量
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
な
上
限
は
な
い
と
い
う
の
が
欧

米
の
電
力
関
係
者
の
見
解
」
（
安
田
陽
関
西
大
学
准
教
授
、
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
五
日
付
朝
日
新
聞
掲
載
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
上
に
、
「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
案
」
で
置
か
れ
て
い
る
前
提
条
件
に
は
様
々
な
疑
問
が
あ
る
。

「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
案
」
は
同
Ｗ
Ｇ
の
最
終
的
な
結
論
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
概
ね
同
案
に
沿
っ
て
接
続
可
能
量
の

算
定
が
な
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
い
か
な
る
認
識
に
基
づ
い
て
提
案
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
現
下
の
系
統
接
続
問
題
へ
の
対
応
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
の
見
直
し
作
業
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の

一



エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
に
も
関
わ
る
た
め
、
現
段
階
で
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

①

平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日
の
第
一
回
系
統
Ｗ
Ｇ
に
提
出
さ
れ
た
「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
案
」
で
は
、
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
電
源
の
内
、
石
炭
火
力
を
除
く
一
般
水
力
、
原
子
力
及
び
地
熱
に
つ
い
て
は
、
「
柔
軟

な
出
力
調
整
に
は
技
術
的
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
運
転
す
る
こ
と
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
検
討
断
面
に
お
け
る
出
力
の
想
定
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
、
「
電
力
会
社
別
の
震
災
前
過
去
三
十
年
（
三
十
年
経

過
し
て
い
な
い
場
合
は
運
転
開
始
後
の
全
期
間
）
の
設
備
利
用
率
平
均
を
用
い
、
設
備
容
量
を
乗
じ
る
」
こ
と
を
提
案

し
て
い
る
。
同
三
十
日
の
第
二
回
系
統
Ｗ
Ｇ
に
提
出
さ
れ
た
改
訂
版
の
「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
案
」
で
は
、
一
般
水
力

に
つ
い
て
は
一
部
変
更
を
し
た
も
の
の
、
原
子
力
に
つ
い
て
は
第
一
回
Ｗ
Ｇ
で
の
提
案
を
維
持
し
て
い
る
。
「
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
案
」
は
、
需
要
想
定
に
は
東
日
本
大
震
災
後
の
変
化
を
反
映
し
た
需
要
実
績
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に

対
し
て
、
供
給
側
、
特
に
原
子
力
に
つ
い
て
、
震
災
後
の
変
化
を
反
映
し
な
い
こ
と
は
大
き
な
矛
盾
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
計
算
期
間
を
過
去
三
十
年
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ト
ラ
ブ
ル
隠
し
・
デ
ー
タ
改
竄
問
題
等
に
よ
り
設
備
利
用
率
が

低
迷
し
た
近
年
の
影
響
を
相
殺
す
る
意
図
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
。
政
府
は
、
な
ぜ
原
子
力
に
つ
い
て
震
災
前
過
去
三
十

二



年
の
設
備
利
用
率
平
均
を
用
い
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
、
以
上
の
疑
問
に
対
す
る
説
明
を
含
め
、
明
確

に
答
え
ら
れ
た
い
。

②

原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
基
数
、
時
期
と
も
に
見
通
し
が
は
っ
き
り
と
し
て
お
ら
ず
、
高
経
年
炉
等
の
廃
炉
に

つ
い
て
も
結
論
が
出
て
い
な
い
。
ま
た
、
敷
地
内
に
活
断
層
の
存
在
が
疑
わ
れ
る
原
子
炉
に
つ
い
て
も
検
証
作
業
が
継

続
中
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
い
か
な
る
基
準
に
よ
っ
て
右
記
の
設
備
容
量
を
設
定
す
る
の
か
、
又
、
現
時
点
で
各

電
力
会
社
に
つ
い
て
想
定
す
る
当
該
設
備
容
量
は
そ
れ
ぞ
れ
何
基
・
何
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
の
か
、
政
府
の
考
え
方
を

示
さ
れ
た
い
。

③

こ
の
よ
う
に
原
子
力
の
出
力
を
想
定
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
接
続
可
能
量
を
算
定
す
る
こ
と
は
、
原
発
を
維

持
す
る
た
め
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
不
当
に
抑
制
す
る
効
果
を
持
ち
、
極
め
て
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

政
府
の
見
解
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

二

①

第
二
回
系
統
Ｗ
Ｇ
に
提
出
さ
れ
た
「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
案
」
に
お
け
る
「
接
続
可
能
量
の
拡
大
方
策
」
の
内
、

「
地
域
間
連
系
線
を
活
用
し
た
場
合
の
効
果
に
つ
い
て
は
…
…
様
々
な
要
因
に
影
響
を
受
け
る
が
、
各
電
力
会
社
が
広

域
で
調
達
す
る
電
源
の
調
整
な
ど
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
効
果
を
持
つ
か
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
、
ま
た
、

三



「
従
来
の
取
組
を
超
え
た
地
域
間
連
系
線
の
活
用
や
増
強
」
に
よ
る
接
続
可
能
量
増
加
に
つ
い
て
は
、
「
電
力
シ
ス
テ

ム
改
革
の
制
度
設
計
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
連
系
線
利
用
ル
ー
ル
等
に
関
す
る
議
論
も
踏
ま
え
つ
つ
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制

度
の
在
り
方
を
含
め
た
再
エ
ネ
導
入
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
お
り
、
結
論
先
送
り
の
印
象
が
あ

る
。
政
府
は
、
地
域
間
連
系
線
の
活
用
に
係
る
検
討
及
び
実
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
想
定
し
て
い

る
の
か
具
体
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

②

地
域
間
連
系
線
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
北
海
道
及
び
東
北
地
域
に
係
る
北

海
道
本
州
間
連
系
設
備
及
び
東
北
東
京
間
連
系
線
は
空
き
容
量
が
大
き
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
懸
案
の
九
州
地
域
に

係
る
中
国
四
国
間
連
系
線
も
九
州
か
ら
中
国
へ
の
方
向
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
上
に
、
関
西
、
中
部
、
四
国
及

び
北
陸
を
含
め
た
西
日
本
広
域
運
用
の
余
力
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
間
連
系
線
の
増
強
に
つ
い
て
は
多
額
の

費
用
と
時
間
を
要
す
る
が
、
利
用
ル
ー
ル
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
域
で
柔
軟
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
受
け
入
れ
可
能
量
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
は
、
地
域
間
連
系
線
の
利
用
状
況
か
ら
見
て
も
可
能
で

あ
っ
て
、
系
統
接
続
を
め
ぐ
る
現
下
の
混
乱
へ
の
対
応
策
と
し
て
早
急
に
実
行
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
及
び
そ
の
根
拠
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

四



右
質
問
す
る
。
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